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第２章 討議の結果とまとめ 

 

「たかさき市民討議会ＶＯＩＣＥ２０１３」では、Ａ～Ｆグループ（６グループ）

に分かれ、各テーマに関して計６回の討議を行いました。討議１では各個人が持つ

つながりの現状を抽出し全体で共有をおこないました。討議２では、地域のつなが

りを生む場について広く討議しました。そして討議３～５ではつながりによるまち

づくりについて具体的場面を設定し掘り下げて討議しました。討議６では，討議の

全体のまとめとして暮らし続けたい街であるために一番重要なつながりについて

討議を行いました。 

 

＜討議スケジュール＞ 

 

 

9:00

9:10

9:10

10:40

10:40

10:45

10:45

10:55

10:55

12:25

12:25

12:30

12:30

13:30

13:00 13:30

13:30

13:30

15:00

15:00

15:00 15:05

15:00 15:05

15:15 15:15

15:15 15:15

16:45

16:45 16:45

16:50 16:50

16:50 16:50

17:00 17:00

終了，解散

討議５＜９０分＞
『つながりから生まれる中心市街地の活性化

はこれだ！』

討議２＜90分＞
『地域のつながりを生む場はこれだ！』

投票

休憩（昼食）

休憩

投票

投票

休憩

まとめ・総括

本日の予定

討議３＜９０分＞
『地域において世代間のつながりを生むのは

これだ！』

オリエンテーション

終了，解散

明日に向けて

９月８日（日）９月７日（土）

12時30分開場、13時開始

8時30分開場、9時開始

討議４＜９０分＞
『地域内のつながりを強くする便利なコミュニ

ティバスはこれだ！』

討議１＜９０分＞
『私たちのつながりの現状について』

～今の私のつながり～

休憩

　考えよう！暮らし続けたい街

　　　　～つながりから始まるまちづくり～

投票

投票

討議６＜９０分＞
『「暮らし続けたい街たかさき」一番重要なつ

ながりはこれだ！』
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【討議１】『私たちのつながりの現状について』～今の私のつながり～ 

 

 ＜討議の目的＞ 

   討議参加者各個人が持つ，つながりの現状について発表し合い，どのような傾

向があるのかを分析することで，つながりの現状を把握し，討議２以降で具体的

な施策を討議する際の参考としていただくこと。 

 

 ＜情報提供の内容＞ 

平成１９年度国民生活白書「つながりが築く豊かな国民生活」を参考に，つな

がりを「家族」「地域」「職場」の観点から整理し，つながりがもたらす価値につ

いて説明し，暮らし続けたい街であるためには，つながりが必要であることを確

認しました。 

 

 ＜討議結果の考察＞ 

   討議１は，現状を把握いただく目的でしたので，各グループの発表のみを行い，

投票を行いませんでした。 

   全体として地域のつながりが少ないという意見が目立ちましたが，町内会や隣

保班などにより一定の活動がある指摘もあり，地域のつながりは少ないながらも

あるといえます。 

   また，ボランティア活動や趣味・サークル活動を通したつながりがあるという

意見が多くでました。 
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＜討議結果のまとめ＞ 

   

討議１ 『私たちのつながりの現状について』 ～今の私のつながり～ 

   

 
班 今の私のつながり 

 
A サークルへの参加、イベントの参加、高崎まつり、地域の祭り 

 
Ａ 若い人との交流、ボランティアへの参加 

 
Ａ 近所、地域の人達との交流 

 
Ｂ 子供・学校を通じて 

 
Ｂ 地域とのつながりは隣保班が主 

 
Ｂ アパート・マンション・新興住宅街では情報不足 

 
C 家族（家庭内）とのつながりが希薄になっている 

 
C 地域とのつながりは崩壊へ！ 

 
D 社会（職場・地域）、家庭を基盤にしつつ… 

 
D 趣味を通じてのつながり、仕事をもつ（自分を活かせる） 

 
D 会話（家族・世代間とのコミュニケーション）、ジェネレーションギャップをなくす 

 
E 町内会 

 
E 育成会 

 
E ボランティア 

 
F 家族 

 
F 地域・ボランティア 

 
F 職場 
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12 

 

 

 



 

 

13 

 

 



 

 

14 

 

 



 

 

15 

 

 



 

 

16 
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【討議２】『地域のつながりを生む場はこれだ！』 

 

 ＜討議の目的＞ 

   地域のつながりを生む場としてはどのようなものが考えられるか。市民自らま

たは市民と市が協働して場を作るにはどうしたらよいかを考える。 

 

 ＜情報提供の内容＞ 

認定ＮＰＯ法人じゃんけんぽん理事長 井上謙一氏から，地域のつながりを生

む場を作る取り組みをご説明いただきました。 

 

＜討議結果の考察＞ 

   全体投票の結果，第１位は「街中の安らぎの場を設ける（樹木を多く，ベンチ，

遊歩道を多く）」という意見であり，人々が街中でくつろぐ場を増やし，交流の

機会を増やすことを意図した考えでした。 

第２位は，「公共施設の利用に対するＰＲ強化」という意見であり，つながりを

生む場がどこにあるかを市民が知る機会を増やすことを意図した考えでした。 

第３位は，「自然とのつきあい」という意見であり，これも第１位の意見と同様

の意図に基づく考えでした。 

その他，公民館，集会所，小学校空き教室といった既存施設を活用する意見が

多くのグループから出されましたが，票がまとまらなかったため上位にはなりま

せんでした。 
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＜討議結果のまとめ＞ 

   

 

 

 

討議２　『地域のつながりを生む場はこれだ！』

＜投票の結果＞

票数 班

9 A

5 A

2 B

0 B

17 B

9 Ｃ

1 Ｃ

3 Ｃ

11 Ｄ

0 Ｄ

6 Ｄ

12 E

5 E

7 E

1 F

1 F

13 F

小学校の空き教室の利用

イベントを通じて

公共施設の利用に対するＰＲ強化

公民館の効率的運用（使用者管理）

世代間交流

基本は自らのあいさつから！

地域の施設の利用

街中の安らぎの場（樹木を多く、ベンチ等（トイレ含む）、遊歩道を多く

公共施設の利用に対するＰＲ強化

自然とのつきあい12票

第一位

第二位

第三位

17票

地域の親睦を充実（花見・盆踊り・ラジオ体操）

地域ボランティア

13票

近所つきあい

街中の安らぎの場（樹木を多く、ベンチ等（トイレ含む）、遊歩道を多く

地域のつながりを生む場はこれだ！

自然とのつきあい

行政サービス

年代を超えた人々が集まれる施設

既存施設の活用（公民館・集会所・小学校空き教室）

公民館の活用方法

イベントに参加する
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20 

 

 



 

 

21 

 

 



 

 

22 

 

 



 

 

23 

 

 



 

 

24 

 

 



 

 

25 

【討議３】『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』 

 

 ＜討議の目的＞ 

   地域のつながりのうち，世代間のつながりに焦点をあて，世代間のつながりを

生む方法を考える。 

 

 ＜情報提供の内容＞ 

   高崎市十文字町区長 飯野良二氏から，十文字町における世代間のつながりを

生む活動の実践についてご説明いただきました。 

 

 

 ＜討議結果の考察＞ 

   全体投票の結果、第１位となったのは「リーダーの育成（地域・行政）」とい

う意見であり，２位以下を大きく引き離し多くの支持を受けました。 

   第２位は，「つながりの基本は家庭（あいさつ，食事，季節の行事）」という意

見であり，家庭においてあいさつ習慣，郷土料理，郷土の行事を大切にする姿勢

から世代間のつながりを生むことを意図した考えでした。 

   第３位は，「最初は強制的に参加してもらう」という意見であり，世代間の交

流に参加する機会を作ることを意図した考えでした。 
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＜討議結果のまとめ＞ 

 

 

 

討議３　　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

＜投票の結果＞

票数 班

9 A

3 A

0 A

25 B

3 B

5 B

4 Ｃ

3 Ｃ

4 Ｃ

2 Ｄ

5 Ｄ

3 Ｄ

7 E

3 E

6 E

1 F

4 F

5 F

高齢者が自らできる（意志・表示）

お年寄りの知識の活用

深入りせず浅いながらも共通の所でつながる

最初は強制的に参加してもらう

趣味や公民館活動を通じて参加してもらう

おしゃべりルームや音楽会でつながる

活動の場の提供、ピアサポートの活用

学校等公共施設でのつながり

今後の行政の一層の協力

興味のある所からかかわる

最初は強制的に参加してもらう

地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！

第三位  7票

地域でのつながり

世代間の交流の場を作る

地元密着型の小学校・公民館

地域　－　行事の参加、伝統の継承

方法　－　育成会と老人会の合流（昔のおもちゃ、お話を老人→子供へ）

行政　－　マラソン大会、交流の場

つながりの基本は家庭（あいさつ、食事、季節の行事）

リーダーの育成（地域・行政）第一位 25票

第二位  9票 つながりの基本は家庭（あいさつ、食事、季節の行事）

リーダーの育成（地域・行政）
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グループ メンバー

・子どもが地域に居ない

・老人会を廃止した

・育成会が少ない

・名簿が作れない

・知恵・知識・芸能、沢山の宝の山

・高齢者指導者に大切な子どもたちに楽しく教育

・元気な高齢者に農作業など教えてもらう

・年寄りの持っている技術・知恵を活用し次世代に伝えるイベント

・子どもを外の家に遊びに行かせる

・市のイベントを開催

・クラブ活動

・老人が学校行事に参加できるようにする

・農作業などしながら会話を楽しむ

・コミュニティ広場をつくる

・学校行事に参加

・日常から親しみを分かち合う

・きつねの嫁入り

・どんど祭り

意見のまとめ

　◇つながりの基本は家庭（あいさつ・食事・季節の行事）　

　◇お年寄りの知識の活用

　◇世代間の交流の場を作る

現状・問題

お年寄りの知識活用

世代間の交流の場

討議３　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

A 大胡・岡田・塚越・藤田・成瀬・今井

作業スペース
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グループ メンバー

・世代という壁で区切られてしまう

・中間世代の関わりが薄い

・ボランティア主催のクリスマス会

・日本語支援

意見のまとめ

　◇リーダーの育成（地域・行政）

　◇地元密着型の小学校・公民館

　◇高齢者が自らできる意思表示の仕組みづくり

・交流ができている地域はそのまま
　継続していく

・小学校の役割
　（子供を通し住人の関わり）

・子どももお年寄りもフリーに入って
　こられる場所が必要

・公民館などで世代交流

・学校側からのボランティアの発信

・くさむしり等

・地域の小学校よりボランティア募集

・家族の世代構成と地域（社会）の
　世代構成がマッチしていない

・回覧板ではなく直接の誘いが行き
　やすい

討議３　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

B 岩丸・金井・中島・黒澤・松井

作業スペース

・公民館の利用

・公共の行事を増やす

・公共施設

・高齢者宅から意思表示を発信
　赤・黄・緑　等のカードで識別するなど

・ただのPRだけでは参加しづらい

・学校側（子どもから）招待状など
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グループ メンバー

・祭りの参加　地域の伝統の場として利用

・花植え作業

・体操教室

・小学生を中心とした祭りや行事が世代間のつながりに障害になっていないか　

・町々の伝統の継承

・地域の花、野菜などの共同作業

・ボウリング大会（大人・子供）

・お正月、墓参りに家族全員で参加する

・祭りに子供の参加が少ないように感じる

・育成会と老人会を常に一緒に行動させる場を作る

・街の中の店など紹介する広報など活用

・昔の手作りのおもちゃ（竹トンボ・わらじ作り・正月用のしめ飾りなど）	


・古墳や文化財を子供に教えていく

・昔の地域のお話しを高齢者に聞く

・交通パトロールの実施

・子どもとお年寄りの交流の場の整備

・行政の指導。場所の提供

・高崎シティマラソンなどを開催する

・小学校の空き教室に同窓会のサロンを開設	


　◇（方法）　育成会と老人会の合流 （昔のおもちゃ、お話を老人→子供へ）

意見のまとめ

　◇（地域）　行事の参加　伝統の継承

　◇（行政）　マラソン大会の開催　交流の場の提供

行政

方法

討議３　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

C 米山・髙井・星野・五十嵐・村本

作業スペース

地域

・地域の人たちがイベント参加しているが、どのように参加したら良いかよくわからない
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グループ メンバー

・他の地域との交流

・高齢者宅（特に一人暮らし）を訪問し、話をして状況をみる	


・町内どおしの特に子供達だけの交流	


・南八幡地域は年に一度高齢者を招待して芸能祭を行い、交流を深めている

・里山体験（しいたけ・まいたけ・田植えの作業）

・子育てへの世代間の繋がり

・待機児童・幼児の託児ボランティア

・学校行事の親のサポート

・運動会、授業参観

・託児ボランティア（幼稚園・小学校を中心に幼児・小児をみている）　　

・うどん作り教室（年間４〜５回）地産地消

・子供達の施設訪問（職場体験等）

・行政側
の発想転
・少年・青年との交流をどのように持っていくか

・子どもと高齢者の出会いの場作り

・今後より一層の行政の協力

　◇今後の行政の一層の協力

意見のまとめ

　◇地域でのつながり

　◇学校等公共施設でのつながり

行政

学校

地域

討議３　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

D 小林・南部・中村・小松・角田・飯塚

作業スペース

・達人に学ぶ（中学生（２年生）を地域の高齢者１０名のメンバーで
　毎年４回うどん打ち教室を開催
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グループ メンバー

・６０～６５歳は年金の関係で働くので７０歳代がボランティアのカギ。男性がカギ

・お母さんの立場から少し上の人の交流（情報交換）

・子どもがキーワード

・努力してママ友をつくる

・若い世代をお年寄り世代とを合体させる

・仕事をしているのでなかなか地域の人とつながらない

・子どもと高齢者だけではなく、子育て世代は少し上のママたちにはなしを聞きたい

・趣味の一致する人々からはじめる

・最初は強制的に集める

・訓練と祭りを重ねる

・音楽会（子供、障害者、お年寄りが一緒に） ・高齢者から知識を学ぶ

・イベントを通して世代間の繋がりをとる

・公民館でしゃべり場

・しゃべり場月一回。だれでもOK ・町内の繋がりを強くする

・おしゃべりルーム

・エニアグラムの先生

・おしゃべりルームに時々、保健士が来る

　◇おしゃべりルームや音楽会でつながる

意見のまとめ

　◇最初は強制的に参加してもらう

　◇趣味や公民館活動を通じて参加してもらう

・地域の子供達とコミュニケーションを
　多くする

・世代のギャップがあり、繋がりが
　持てない

討議３　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

E 春山・村田・反町・後閑・山田

作業スペース

要望

手段

その他結果
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グループ メンバー

・こまかく話せる世代が必要

・うまみのあるところから入っていく

・お祭り、運動会、各種趣味のコミュニケーション

・お話の会

・昔話

・高齢者の経験を聞く

・高齢者ピアサポートの活用

・共有できる領域をみつける

・自分と同じ境遇でないと共感がもてないことがあり、つながりをもてる

・同一世代とつながりがないと異世代とのつながりがないかもしれない

意見のまとめ

　◇興味のある所からかかわる

　◇活動の場の提供、ピアサポートの活用

討議３　『地域において世代間のつながりを生むのはこれだ！』

F 村上・髙山・安田・大植

作業スペース

　◇深入りせず、浅いながらも共通の所でつながる
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【討議４】『地域内のつながりを強くする便利なコミュニティバスはこれ

だ！』 

 

 ＜討議の目的＞ 

   地域内のつながりを強くするために，コミュニティバスを多くの方が利用して

頂くにはどうしたら良いかを考える。 

   中心市街地とその他の地域のコミュニティバスでは，問題状況が異なるためそ

れぞれについて分けて討議する。 

 

 ＜情報提供の内容＞ 

  高崎市市民部地域交通課課長 舩渡川肇氏より，コミュニティバスが地域内の

つながりを強くするために必要であること，高崎市のコミュニティバスについて

の現状と課題，他の市町村のコミュニティバスの紹介などについてご説明いただ

きました。 

討議の参考資料として，ぐるりん等の運行路線図・時刻表，高崎の広域地図を

配布しました。 

 

 ＜討議結果の考察＞ 

   中心市街地のコミュニティバスとその他の地域のコミュニティバスについて，

それぞれ意見をまとめ，投票を行いました。 

   中心市街地のコミュニティバスについて，全体投票の結果、第１位となったの

は「自転車の積めるバス」という車体の改善を求める意見であり，自転車で通勤

通学している方が，雨が降っている時などバスを利用しやすくすることを意図し

た考えでした。第２位は，「市の職員が率先して利用する」という利用者が少な

いことに対するＰＲ方法についての意見でした。第３位は，「時間―最終便」と

いう運行時間についての意見であり，運行時間を延長して中心市街地に夜間飲食

等で訪れていた人が利用できるように改善を求める考えでした。 

   その他の地域のコミュニティバスについて，全体投票の結果，第１位となった

意見は同じ得票数で二つとなりました。一つは，「試乗券の発行」というサービ

スに関する意見であり，コミュニティバスを利用したことがない方に対してコミ

ュニティバスを利用するきっかけをつくる考えでした。もう一つは「観光名所等

の（イベント）に行く臨時バス」というサービスに関する意見であり，もっと「ぐ

るりん」などコミュニティバスを楽しんだらよいのではないかという考えでした。

第３位は，「弱者のための運行（停留所にベンチなど）」というバスを待つ方のた

めに停留所にベンチや雨や日よけの屋根を設けてほしいという意見でした。 
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＜討議結果のまとめ＞ 

 

 

ワーク１

討議４　『地域内のつながりを強くする便利なコミュニティバスはこれだ！』　

＜投票の結果＞

※第一位の１８票はＡ班とD班の意見の合計です。

票数 班

2 A

3 A

11 A

1 B

9 B

5 B

5 Ｃ

2 Ｃ

15 Ｃ

6 Ｄ

4 Ｄ

7 Ｄ

0 E

8 E

5 E

2 F

11 F

4 F

乗り方が解らない（ぐるりんの内容把握）

時間　－　最終便

デザイン　－　車体にラッピング

ポイントをつける、車体に路線図を入れる（色分けする）

体験ツアー

料金　－　料金を見直し、利用しやすく

魅力あるバスへ（外観を募集、子ども達からアイデアをつのる）

利用場所の選べるバス（フリーバス）

市の職員が率先して利用する

ぐるりんを知らないのでＰＲが必要（イベントなどにあわせて無料）

小型車をひんぱんに出す（時間短縮）

自転車が乗せられるバスが必要（中心、地域の両方）

運行本数が少ない

自転車の積めるバス

バスの改善、改良

運行方法の工夫

バス広告などの活用

地域内のつながりを強くする便利なコミュニティバスはこれだ！
（中心市街地のコミュニティバス）

時間　－　最終便

利用ができない理由

第三位 11票

自転車の積めるバス

市の職員が率先して利用する

第一位 18票

第二位 15票
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ワーク2

討議４　『地域内のつながりを強くする便利なコミュニティバスはこれだ！』　

＜投票の結果＞

票数 班

3 A

3 A

3 A

5 B

9 B

15 B

3 Ｃ

5 Ｃ

3 Ｃ

4 Ｄ

5 Ｄ

4 Ｄ

2 E

15 E

6 E

0 F

0 F

0 F

情報をきめ細かくする（公報、車体、町内会等での徹底する）

観光名所等の（イベント）に行く臨時バス

ぐるりんと移動販売の合体、お座敷ぐるりん

行事との連動

使い勝手

料金と時刻

バス内での移動販売

地域に密着した運転手（知り合いがドライバー）

目的別バス

郊外の温泉＋バス利用券（無料もしくは格安）

乗り継ぎ場所を増やす

スイミングスクールの送迎などとの合同運営

利用ができない（接続が悪い）

運行本数が少ない（不便）

行政（依頼）

年代に応じたバス運行時間の検討、ＰＲ

弱者のための運行（停留所にベンチなど）

試乗券の発行

試乗券の発行第一位 15票

地域内のつながりを強くする便利なコミュニティバスはこれだ！
（その他の地域のコミュニティバス）

観光名所等の（イベント）に行く臨時バス

弱者のための運行（停留所にベンチなど）

〃 15票

第三位 9票
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【討議５】 『つながりから生まれる中心市街地の活性化はこれだ！』 

 

 ＜討議の目的＞ 

   中心市街地を活性化するためには，市民が積極的に中心市街地に関わってつな

がり，これに対し行政が協力することも必要であるといえることから，市民が中

心市街地に積極的に関わって行きたくなるような具体的な方策を考える。 

 

 ＜情報提供の内容＞ 

  Ｃafe あすなろ スタッフ 鈴木隆宏氏から，中心市街地に積極的に関わって

いる市民の立場で，中心市街地に関わってみた感想，中心市街地への愛着，今後

どのように中心市街地に関わっていきたいかをお話しいただきました。 

  また，高崎中部名店街 理事 綱島直也氏から，商店を経営する商業者の立場

で，商店街で活動する人同士のつながりの現状と，中心市街地の活性化のために

行っている取り組みについてお話しいただきました。 

 

 

 ＜討議結果の考察＞ 

   全体投票の結果、第１位は「支援の場のＰＲ（高崎を盛り上げる為の場所，資

金，道具）全国に」という広報に関する意見でした。 

第２位は「空き店舗にはアンテナショップに入って欲しい」という空き店舗の

利用方法に関する意見でした。なお，空き店舗の利用方法に関しては，若い人，

子ども連れの方が利用しやすいようにするといった意見や，特に退職者の男性が

参加できる店といった意見も多くの票を得ていました。 

第３位は，同じ得票数で３つの意見が並びました。すなわち，「○○と言えば高

崎というように（ブランド作り）」「魅力ある名物，商店街の集約化を図る」「商店

街―惣菜を中心とした食料品を増やす」という３つの意見であり，前２者は地域

ブランドに関する意見でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

49 

＜討議結果のまとめ＞ 
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【討議６】 『暮らし続けたい街たかさき』一番重要なつながりはこれ

だ！ 

 ＜討議の目的＞ 

   これまで検討したつながりについての意見を振り返り，高崎が暮らし続けたい

街であるために一番重要なつながりについて優先順位を確定すること。 

 

 ＜情報提供の内容＞ 

  一番重要なつながりは何であるかを考えるための参考となるように，討議１か

ら討議５まで，どのようなテーマを議論してきたかを振り返りました。 

 

 

 ＜討議結果の考察＞ 

   全体投票の結果，第１位は「子育て支援（補助金，安心して共働きできる」と

いう意見であり，住み続けるためには子育てが安心してできなければならないと

いう観点からの考えでした。 

第２位は「２世帯３世帯の住宅の支援（金銭的）という意見であり，地域と家

庭を結び，つながりを維持するために必要な施策という観点からの意見でした。 

第３位は，同順位が二つありました。一つ目は「行政や社会すべてを成り立つ

には，受け身ではなく個人自ら発信していける様な社会。社会の中の個人ではな

く，私たちが社会を造り上げていく発想が大切！」という市民が積極的に活動す

べきという意見でした。もう一つは，「医療体制の充実」というつながりの前提と

して健康であることが必要という意見でした。 
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＜討議結果のまとめ＞ 

 

討議６　『暮らし続けたい街たかさき』　一番重要なつながりはこれだ！

＜投票の結果＞

票数 班

8 A

3 A

4 A

0 B

2 B

7 B

11 Ｃ

4 Ｄ

1 Ｄ

7 Ｄ

11 E

0 E

0 E

14 F

17 F

4 F

各町内に公民館や集会所を作って欲しい

隣保班、行政区のつながり

教育面の充実

情報開示

2世帯3世帯の住宅の支援（金銭的）

医療体制の充実

子育て支援（補助金、安心して共働きできる）

町内に役割分担を作り全員参加

大切なのは思いやる気持ち、助け合う気持ち

　『暮らし続けたい街たかさき』　一番重要なつながりはこれだ！

安心・安全・親切な行政の対応、道路網の整備

基本として家族、ご近所、地域のつながり（あいさつから）

14票

交通の要地であり温泉文化財等の観光資源に恵まれている

更に深める為につながる場を作る、参加する　　市民討議会（様々な世代の人
たちとの）の場を頻繁に行ってもらう

現状としては買物難民が発生している

人との結びつき、買物ヘルパー（移動販売店含む）や小売店を増加し、老いて
も安心して住める街

子育て支援（補助金、安心して共働きできる）

2世帯3世帯の住宅の支援（金銭的）

第一位 17票

第二位

行政や社会すべてを成り立つには、受身ではなく個人自ら発進していける様
な社会。社会の中の個人ではなく、私たちが社会を造り上げて行く発想が大
切！

第三位 11票

〃 11票 医療体制の充実

行政や社会すべてを成り立つには、受身ではなく個人自ら発進してい
ける様な社会。社会の中の個人ではなく、私たちが社会を造り上げて
行く発送が大切！
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